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横井玉子02　ウラ
年代 年齢
佐藤志津／横井玉子　年譜
18510（嘉永4）年
　
18530（嘉永6）年
　
18540（嘉永7）年
　
18590（安政6）年
　
18640（元治１）年
　
18670（慶応3）年
　
18680（明治1）年
18690（明治2）年
18720（明治5）年
18750（明治8）年
　
18760（明治9）年
1877（明治10）年
1879（明治12）年
1881（明治14）年
1882（明治15）年
1883（明治16）年
1884（明治17）年
1885（明治18）年
　
　
　
　
1886（明治19）年
　
　
1889（明治22）年
　
1896（明治29）年
1899（明治32）年
1900（明治33）年
　
1901（明治34）年
　
1902（明治35）年
1903（明治36）年
1904（明治37）年
　
1908（明治41）年
1909（明治42）年
1912（明治45）年
19150（大正4）年
　
　
　
　
19160（大正5）年
　
19170（大正6）年
　
19190（大正8）年
00歳
　
02歳
　
　　
　
08歳
　
13歳
　
16歳
　
　
18歳
　
　
25歳
26歳
　
　
31歳
32歳
　
　
　
　
　
　
　
　　
　　
　
　
　
　
51歳
　
53歳
　
57歳
58歳
61歳
64歳
　
　
　
　
65歳
　
66歳
　
68歳
年齢
　　
　
　
　　
00歳
　　
　　
　　
　
　
　
14歳
　
18歳
21歳
　　
　
　
25歳
27歳
　
　
30歳
31歳
　
　
　
　
32歳
　
　
35歳
　
42歳
45歳
46歳
　
47歳
　
48歳
49歳
　
　
佐藤志津
常陸国行方群麻生（現：茨城県） 
山口舜海とサダの娘として生まれる。
父が佐藤泰然（医師）の養子となり、
名を佐藤舜海または尚中とする。
　　
　
水戸の大叔母の嫁ぎ先、藤枝富右衛門
にあずけられ、礼儀作法を学ぶ。
佐倉藩（現：千葉県佐倉市）堀田正睦の
息女のお相手となる。 
高和東之助と結婚（婿養子）。
夫は名を佐藤進とする。 
　
夫・進、ドイツへ医学留学。
　
　
息子の昇誕生。
西南戦争時、軍医として夫・進は大阪へ。
　
　
父・尚中逝去。
鹿鳴館開館、舞踏会にて活躍。 
　
　
　
　
　
　
　
　　
　　
　
　
　
　
私立女子美術学校校主就任。
　
藤田文蔵校長、退職。
校主と校長を兼任する。
本郷弓町校舎、火災。
本郷菊坂に新校舎完成、移転。
息子の昇逝去。
パナマ運河開通記念パナマ・パシフィック
国際博覧会出品。
女子美術学校創立25周年。
中等教員無試験検定資格付与。
付属高等女学校設立。
付属高等女学校、佐藤高等女学校と改称。
女子教育功労者・勲六等宝冠章を受ける。
財団法人私立女子美術学校設立。
夫・進、初代理事長就任。
夫・進に女子美術学校を託し、逝去。
横井玉子
　　
　
　
　
肥後新田藩家老　原伊胤の次女として
築地に生れる 。
　
　
　
　
　
　
熊本県高瀬（現：玉名市）に移る。 
　
横井小楠の甥、左平太（時治）と結婚。
夫・左平太の看病のため、上京。
左平太逝去。
　
　
芝教会にてワデル氏より洗礼をうける。 
小笠原家の高等女礼式を受ける。
　
　
吉島瀧音に琴の免状を受ける。
築地明石町、海岸女学校教員として
礼式教授。芝区立鞆小学校助教として
礼式、裁縫を教授。
叔母・矢島楫子の勧めで
築地新栄女学校に勤務。
東京府師範学校にて高等裁縫、高等女
礼式試験合格。本多錦吉郎や 浅井忠
に西洋画・水彩画を習う。
古流、好静庵について茶道、生花を学ぶ。
女子学院(新栄女学校合併）にて教授する。
『婦人新報』に「料理法」連載開始。
白馬会に入会、洋画を研究する。
女子美術学校新設申請。
女子学院退職。
4月私立女子美術学校開校。
（本郷弓町校舎）
病になり、佐藤志津に女子美術学校を託す。
逝去。
　
　
　
　
　
